


27 竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

本
稿
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』

第
46
巻
第
2
号
、二
〇
一
六
年
八
月
）
を
受
け
、竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』

所
載
の
組
香
に
つ
い
て
、
と
く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻

と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
礼
・
楽
・
射
・
御
・
書
・
数
の
六
巻
六
冊
か
ら
成
り
、
楽
か
ら
数

の
巻
に
一
七
七
の
組
香
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
半
数
近
く
は
、
和
歌
お

よ
び
歌
集
の
序
文
な
ど
、
特
定
の
和
歌
作
品
を
素
材
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
楽
の
巻
か
ら
、
桜
香
・
二
哥
香
・
残
月
香
・
蝉

丸
香
・
八
重
垣
香
・
長
月
香
・
待
宵
香
・
雲
井
香
の
八
つ
の
組
香
を
取
り
上
げ

る
。
な
お
、
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

凡
例

一
、
冒
頭
に
、
巻
名
と
組
香
の
通
し
番
号
、
組
香
名
を
示
す
。

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
以
下
の
方
針
に
よ
っ

て
校
訂
す
る
。

1
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。

2
、
仮
名
遣
い
・
反
復
記
号
・
送
り
仮
名
は
、
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

3
、
濁
点
は
、
底
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
記
す
。

4
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。

5
、
朱
書
き
は
、「（
朱
）」
と
示
す
。

6
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
、
さ
ら
に
巻
名
と
丁
数
を
記

す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
で
は
、
御
家
流
宗
家

三
条
西
公
正
氏
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
構
造
式
〔
香
の
複
雑
な
組
み
合
わ

せ
を
表
記
し
た
数
式
。
詳
し
く
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。〕
を
記
し
た
上
で
、そ
の
手

順
を
説
明
す
る
。
ま
た
、（
2
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│  

和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
一
）  

│

矢　

野　
　
　

環

福　

田　

智　

子
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に
断
ら
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観C

D
-R

O
M

版
』V

er.2

（
角
川
書

店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。
な
お
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は

「*
」
を
付
し
、「
香
道
用
語
解
説
」
と
し
て
、
本
稿
の
末
尾
に
一
括
し
て

五
十
音
順
に
列
挙
す
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。
綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開

い
て
撮
影
し
た
も
の
に
丁
数
を
付
し
て
示
す
。

《
楽
巻
―
二
》
桜
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
桜
香

 
 

紀　

貫
之　
　

 

　
　

桜
散
る
木
の
下
風
は
さ
む
か
ら
で
空
に
し
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
降
け
る

 

　

此
和
哥
の
心
を
う
つ
し
侍
る
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
べ
し
。

一　

桜
の
香
二
包
、雪
の
香
二
包
、風
の
香
一
包
、都
合
五
包
聞
香
と
す
。」

楽
四
ウ 

桜
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。

一　

本
香
五
炷
皆
聞
終
り
て
後
に
名
乗
紙
に
認
出
す
べ
し
。

一　

記
録
は
、
桜
の
香
、
雪
の
香
、
各
一
点
充
、
風
の
香
、
二
点
た
る
べ

し
。
桜
二
炷
と
雪
一
炷
聞
た
る
人
、
又
、
桜
一
炷
と
雪
二
炷
聞
あ
ら

は
、
聞
数
同
し
と
い
へ
と
も
、
桜
二
炷
雪
一
炷
聞
の
方
、
勝
に
て
記

録
を
取
べ
し
。
若
又
、桜
二
炷
聞
た
る
人
と
雪
二
炷
聞
た
る
方
は
、雪

二
炷
聞
た
る
人
勝
也
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」
楽
五
オ

 

　

桜
香
記

 

　
〔
表
〕」
楽
五
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　

コ　

　
　

桜　
　

2　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

雪　
　

2　
　
　

5　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

風　
　

1　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
桜
」「
雪
」
の
香
、
各
二
包
と
、「
風
」
の
香
一
包
の
計
五

包
を
用
い
る
。
試
香
は
「
桜
」
の
香
の
み
。
五
炷
す
べ
て
を
聞
き
終
わ
っ

た
後
、
名
乗
紙
に
答
え
を
書
く
。

記
録
点
は
、「
桜
」「
雪
」
の
香
を
聞
き
当
て
れ
ば
各
一
点
、「
風
」
の
香

は
二
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
同
じ
三
炷
を
聞
き
当
て
た
と
し
て

も
、「
桜
」
二
炷
と
「
雪
」
一
炷
の
方
が
、「
桜
」
一
炷
と
「
雪
」
二
炷
よ

り
も
勝
と
す
る
。
ま
た
、「
桜
」
二
炷
と
「
雪
」
二
炷
な
ら
ば
、
後
者
が
勝

つ
。
聞
き
当
て
た
香
に
、「
桜
」
と
「
雪
」
と
が
混
在
し
て
い
る
場
合
に
は

「
桜
」
の
聞
き
数
を
、
ま
た
、「
桜
」
の
み
、「
雪
」
の
み
な
ら
ば
、「
雪
」

を
重
視
す
る
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*
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（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
拾
遺
集
』巻
第
一
春
、六
四

番
に
載
る
。

　
　

亭
子
院
歌
合
に　

 

　
　
（
つ
ら
ゆ
き
）　　

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
で
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
ぞ

ふ
り
け
る

香
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
桜
」「
雪
」「
風
」
と
い
う
語
を
組

み
合
わ
せ
た
歌
は
、
他
に
も
、「
雪
と
の
み
ふ
る
だ
に
あ
る
を
さ
く
ら
花
い

か
に
ち
れ
と
か
風
の
吹
く
ら
む
」（
古
今
集
・
春
下
・
八
六
・
凡
河
内
み
つ

ね
・
さ
く
ら
の
ち
る
を
よ
め
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
例
が
あ
る
。
だ
が
、こ

の
貫
之
歌
は
、『
袋
草
紙
』
や
『
古
来
風
体
抄
』
と
い
っ
た
歌
論
書
に
も
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
近
世
に
は
、「
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
」
と
い
う
表
現

が
、松
の
葉
や
浄
瑠
璃
に
も
引
か
れ
る
な
ど
、人
口
に
膾
炙
し
た
歌
で
あ
っ

た
。
本
組
香
に
も
、
こ
の
貫
之
歌
の
作
品
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
享
受
の
一

端
が
窺
え
よ
う
。

《
楽
巻
―
三
》
二
哥
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
二フ

タ
ウ
タ哥

香

 

　

  

古
今
和
歌
集
の
序
に
、
な
に
は
津
の
哥
は
み
か
と
の
お
ほ
ん
は
し

め
也
。
あ
さ
か
山
の
言
葉
は
、
う
ね
め
の
た
わ
む
れ
よ
り
よ
み
て
、

こ
の
ふ
た
哥
は
、
哥
の
父
母
の
よ
ふ
に
そ
て
な
ら
ふ
人
の
は
し
め

に
も
し
け
る
と
い
へ
り
。
組
香
も
ま
た
香
を
き
く
人
の
手
習
ふ
初

と
も
い
ふ
べ
け
れ
ば
、
今
組
香
と
な
し
侍
る
。」
楽
六
オ

一　

名
乗
紙
に
認
出
べ
し
。

一　

難
波
津
の
香
二
包
、
浅
香
山
の
香
二
包
、
客
香
一
包
、
都
合
五
包
打

交
て
、
其
内
二
包
取
て
炷
出
し
、
残
三
包
は
不
用
。

一　

地
香
、
試
に
出
す
。
客
香
、
試
な
し
。

一　

記
録
は
、
独
聞
二
点
、
二
人
よ
り
は
一
点
充
、
客
の
交
た
る
は
独
聞

三
点
、
二
人
よ
り
は
二
点
充
た
る
べ
し
。

 

　
　

名
乗
紙
認
様

 

　

  

難
波
津
〳
〵
と
出
る
は　
　

難
波
津
と
記
。」
楽
六
ウ　

 

　

浅
香
山
〳
〵
と
出
る
は　
　

浅
香
山
と
記
。

 

　

  

浅
香
山
難
波
津
と
出
る
は　

手
習
初
と
記
。　
　
　
　

 

　

難
波
津
浅
香
山
と
出
る
は　

哥
の
父
母
と
記
。

 

　

  

客　

難
波
津
と
出
る
は　
　

そ
へ
哥
と
記
。　
　
　
　

 

　

難
波
津　

客
と
出
る
は　
　

冬
こ
も
り
と
記
。

 
　

  

客　

浅
香
山
と
出
る
は　
　

山
の
井
と
記
。　
　
　
　

 

　

浅
香
山　

客
と
出
る
は　
　

う
ね
め
と
記
。

 

記
録
、
左
の
こ
と
く
認
る
也
。」
楽
七
オ
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二
哥
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
七
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

難
波
津　
　
　

コ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

2　
　

　
　

浅
香
山　
　
　
　
　
　
　

5 

― 

3
＝
2　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

客　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　

本
香
は
、「
難
波
津
」「
浅
香
山
」
の
香
、
各
二
包
と
、
客
香
一
包
の
計

五
包
を
交
ぜ
、
こ
の
う
ち
二
包
を
炷
く
。
残
り
三
包
は
用
い
な
い
。
試
香

は
、
地
香
の
「
難
波
津
」「
浅
香
山
」
の
香
に
行
い
、
客
香
に
は
な
い
。
答

え
は
名
乗
紙
に
書
く
。

記
録
点
は
、独
り
聞
き
が
二
点
、二
人
か
ら
は
一
点
で
あ
る
。
な
お
、本

香
二
炷
の
う
ち
に
客
香
が
交
じ
っ
て
い
る
場
合
は
、
独
り
聞
き
三
点
、
二

人
か
ら
は
二
点
と
す
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
拠
っ
た
組
香

で
あ
る
。
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
該
当
部
分
の
本
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

な
に
は
づ
の
う
た
は
み
か
ど
の
お
ほ
む
は
じ
め
な
り 

お
ほ
さ
ざ
き
の
み

か
ど
の
な
に
は
づ
に
て
み
こ
と
き
こ
え
け
る
時
、
東
宮
を
た
が
ひ
に
ゆ
づ
り
て
く
ら
ゐ
に

つ
き
た
ま
は
で
三
と
せ
に
な
り
に
け
れ
ば
、
王
仁
と
い
ふ
人
の
い
ぶ
か
り
思
ひ
て
よ
み
て

た
て
ま
つ
り
け
る
う
た
な
り
、
こ
の
花
は
梅
の
は
な
を
い
ふ
な
る
べ
し
、 

あ
さ
か
山
の

こ
と
ば
は
う
ね
め
の
た
は
ぶ
れ
よ
り
よ
み
て 

か
づ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み

ち
の
お
く
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
に
、 

く
に
の
つ
か
さ
事
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
ま
う
け
な

ど
し
た
り
け
れ
ど
す
さ
ま
じ
か
り
け
れ
ば
、
う
ね
め
な
り
け
る
女
の
か
は
ら
け
と
り
て
よ

め
る
な
り
、
こ
れ
に
ぞ
お
ほ
き
み
の
心
と
け
に
け
る
、

　
　

  

あ
さ
か
山
か
げ
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
人
を
お
も
ふ
も
の
か
は

こ
の
ふ
た
う
た
は
う
た
の
ち
ち
は
は
の
や
う
に
て
ぞ
手
な
ら
ふ
人
の

は
じ
め
に
も
し
け
る

そ
も
そ
も
う
た
の
さ
ま
む
つ
な
り
、
か
ら
の
う
た
に
も
か
く
ぞ
あ
る

べ
き
、
そ
の
む
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、
お
ほ
さ
ざ
き
の
み

か
ど
を
そ
へ
た
て
ま
つ
れ
る
う
た

　
　

  

な
に
は
づ
に
さ
く
や
こ
の
花
ふ
ゆ
ご
も
り
い
ま
は
は
る
べ
と
さ

く
や
こ
の
は
な

と
い
へ
る
な
る
べ
し
（
傍
線
筆
者
。
以
下
同
じ
。）

傍
線
部
分
「
な
に
は
づ
」「
あ
さ
か
山
」「
う
ね
め
」「
山
の
井
」「
う
た
の

ち
ち
は
は
」「
そ
へ
う
た
」「
ふ
ゆ
ご
も
り
」
は
本
文
そ
の
ま
ま
を
聞
き
の

名
目
に
、
ま
た
、「
手
習
初
」
は
、「
手
な
ら
ふ
人
の
は
じ
め
」
を
、
名
目

に
ふ
さ
わ
し
く
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*

**

*

*

*
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《
楽
巻
―
五
》
残
月
香

【
翻
刻
】

 
　
　

△
（
朱
）
残
月
香

 
 

後
徳
大
寺
左
大
臣　
　

 

　
　

時
鳥
鳴
つ
る
方
を
詠
れ
ば
唯
有
明
の
月
ぞ
残
れ
る

 

　

此
和
哥
の
心
を
も
て
組
め
り
。

一　

試
な
し
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
べ
し
。

一　

時
鳥
香
二
包
、
夜
の
香
五
包
一
包
充

別
香
也

、
各
試
な
し
。
都
合
七
包
」
楽
九
ウ
打

交
焼
出
す
に
、
時
鳥
香
、
同
香
成
る
事
を
聞
當
る
べ
し
。
出
香
、
皆

炷
終
て
後
に
、
香
包
紙
を
開
く
也
。

一　

名
乗
紙
に
、
初
に
出
た
る
時
鳥
香
を
時
鳥
と
認
め
、
後
に
出
る
時
鳥

香
を
月
と
認
め
、
出
す
べ
し
。
記
録
に
も
此
通
認
る
也
。

一　

記
録
点
は
、
夜
の
香
、
独
聞
の
差
別
な
く
一
点
充
也
。

 

　

○  

（
朱
）
時
鳥　

聞　
　
　

月　

聞　
　

独
聞
、
各
四
点
也
。」
楽

一
〇
オ

 

　

○
（
朱
）
時
鳥　

不
聞　
　

月　

聞　
　

各
点
な
し
。

 

　

○
（
朱
）
時
鳥　

聞　
　
　

月　

不
聞

 

　

○
（
朱
）
時
鳥
を
月
と
聞
違
、
星
三
つ
、
独
違
、
四
つ
。

 

　

○
（
朱
）
月
を
時
鳥
と
聞
違
、
星
な
し
。

 

認
様
左
の
ご
と
し
。」
楽
一
〇
ウ

 

　

残
月
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
一
一
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

時
鳥　
　
　

2　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

夜
一　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7

　
　

夜
二　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

夜
三　
　
　

5　

　
　
　
　
　
　

　
　

夜
四　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

夜
五　
　
　
　

本
香
に
は
、「
時
鳥
」
の
香
二
包
と
、「
夜
」
の
香
を
別
香
で
五
包
の
計

七
包
を
用
い
る
。
名
乗
紙
に
は
、「
時
鳥
」
の
香
二
炷
の
う
ち
、
始
め
に
出

た
香
に
は
「
時
鳥
」、後
に
出
た
香
に
は
「
月
」
と
記
す
。
記
録
も
同
様
で

あ
る
。

記
録
点
は
、「
夜
」
の
香
に
つ
い
て
は
、
何
人
聞
き
当
て
て
も
一
点
と
す

る
。「
時
鳥
」
の
香
は
、
二
炷
と
も
に
聞
き
当
て
、
か
つ
、
独
り
聞
き
の
場

合
は
、各
四
点
で
あ
る
。
ま
た
、一
炷
目
（
時
鳥
）
を
聞
き
違
え
る
と
、二

炷
目
（
月
）
を
聞
き
当
て
て
も
、
各
々
点
は
な
い
。
逆
に
、
一
炷
目
（
時

鳥
）
を
聞
き
当
て
、
二
炷
目
（
月
）
を
聞
き
違
え
る
と
、
一
炷
目
の
二
点

が
得
ら
れ
る
。
な
お
、
一
炷
目
（
時
鳥
）
を
二
炷
目
（
月
）
と
聞
き
違
え

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
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る
と
星
三
つ
、
独
り
の
み
聞
き
違
え
た
と
き
は
、
星
四
つ
を
付
す
が
、
二

炷
目
（
月
）
を
一
炷
目
（
時
鳥
）
と
聞
き
違
え
て
も
、
星
は
付
け
な
い
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
百
人
一
首
』
八
一
番
に
載
る
藤
原
実

定
（
一
一
三
九
〜
一
一
九
一
）
の
詠
で
あ
る
。

 

後
徳
大
寺
左
大
臣　
　

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
つ
る
か
た
を
な
が
む
れ
ば
た
だ
あ
り
あ
け
の
月
ぞ

の
こ
れ
る

本
組
香
で
は
、「
時
鳥
」「
夜
」「
月
」
と
い
う
三
つ
の
名
目
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
時
鳥
の
鳴
き
声
を
耳
に
し
て
、
ふ
と
そ
の
方
を
見
遣
る
と
、
時

鳥
の
姿
で
は
な
く
、
代
わ
り
に
月
が
ま
だ
空
に
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た

と
い
う
実
定
詠
の
、
聴
覚
か
ら
視
覚
へ
の
場
面
転
換
に
即
し
て
、「
時
鳥
」

の
香
二
炷
の
う
ち
、
初
め
を
「
時
鳥
」、
後
を
「
月
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
月
」
を
聞
き
当
て
て
も
「
時
鳥
」
を
聞
き
違
え
る
と
両
方
の
得
点
が
な
く
、

ま
た
、「
時
鳥
」
を
「
月
」
と
聞
き
違
え
る
と
星
が
付
く
の
は
、
歌
の
内
容

に
即
し
て
、「
月
」
を
見
る
よ
り
も
、「
時
鳥
」
の
「
声
／
香
」
を
「
聞
く
」

こ
と
を
重
視
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
夜
」
の
香
を
別
香
で
五

包
用
い
る
の
は
、
時
鳥
を
紛
れ
さ
せ
る
と
い
う
寓
意
で
あ
ろ
う
か
。「
時

鳥
」
の
香
を
聞
き
当
て
た
と
き
の
得
点
は
、「
夜
」
の
香
よ
り
も
高
く
設
定

さ
れ
て
い
る
。

《
楽
巻
―
六
》
蝉
丸
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
蝉
丸
香

一　

名
乗
紙
た
る
べ
し
。

一　

こ
れ
や
こ
の
ゝ
香
、
行
も
か
へ
る
も
の
香
、
別
れ
て
は
の
香
、
知
る

も
し
ら
ぬ
も
の
香
、
各
二
包
、
逢
坂
の
関
の
香
一
包
客
香

な
り

、
都
合
九
包

打
交
、
一
炷
充
炷
出
し
、
九
包
終
り
て
後
に
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

地
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
香
試
な
し
。」
楽
一
一
ウ

一　

記
録
は
、
同
香
二
炷
な
が
ら
聞
た
る
を
記
す
。
一
炷
斗
聞
た
る
は
不

記
。
客
香
は
一
炷
故
に
記
録
す
べ
し
。
独
聞
の
差
別
な
く
二
点
充
也
。

皆
中
を
一
首
と
認
る
べ
し
。

一　

本
に
は
左
の
如
く
認
る
べ
し
。

 

　
　

是
此　
　

   

行
帰　
　
　

別
逢　
　
　

 

知
知　
　
　

関

 

　
こ
れ
や
こ
の　

ゆ
く
も
帰
る
も　

わ
か
れ
て
は　

し
る
も
し
ら
ぬ
も　

客
（
朱
）

 

如
此
、
同
香
を
二
名
に
分
て
認
る
べ
し
。
左
の
ご
と
し
。」
楽
一
二
オ

 
　

蝉
丸
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
一
二
ウ

*
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【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

こ
れ
や
こ
の　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

行
も
か
へ
る
も　
　
　
　

コ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

　
　

別
れ
て
は　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9

　
　

知
る
も
し
ら
ぬ
も　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

逢
坂
の
関　
　
　
　
　
　

1

本
香
に
は
、
地
香
「
こ
れ
や
こ
の
」「
行
も
か
へ
る
も
」「
別
れ
て
は
」

「
知
る
も
し
ら
ぬ
も
」
の
香
、
各
二
包
と
、
客
香
「
逢
坂
の
関
」
の
香
一
包

の
計
九
包
を
用
い
、
一
炷
ず
つ
炷
く
。
地
香
は
、
本
香
の
前
に
試
香
を
行

う
。
客
香
に
は
試
香
は
な
い
。
九
炷
す
べ
て
を
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
名
乗

紙
に
答
え
を
書
き
、
提
出
後
に
包
紙
を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。

記
録
点
に
は
、
地
香
の
場
合
、
同
香
二
炷
を
と
も
に
聞
き
当
て
る
と
記

録
に
記
さ
れ
る
が
、一
炷
の
み
だ
と
記
載
さ
れ
な
い
。
一
方
、客
香
は
、一

炷
の
み
な
の
で
、
そ
れ
を
聞
き
当
て
れ
ば
も
ち
ろ
ん
記
録
に
記
し
、
独
り

聞
き
の
区
別
な
く
、何
人
聞
き
当
て
て
も
二
点
と
す
る
。
皆
の
場
合
は
、記

録
表
の
最
下
段
に
「
一
首
」
と
記
す
。
な
お
、
表
の
一
行
目
に
は
正
答
を

記
す
が
、「
こ
れ
や
こ
の
」
の
香
は
「
是
」「
此
」、「
行
も
か
へ
る
も
」
の

香
は
「
行
」「
帰
」、「
別
れ
て
は
」
の
香
は
「
別
」「
逢
」、「
知
る
も
し
ら

ぬ
も
」
の
香
は
「
知
」「
知
」
と
し
、同
香
を
二
つ
の
名
に
分
け
て
記
載
す

る
。「
逢
坂
の
関
」
の
香
は
「
関
」
と
記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
が
依
拠
し
て
い
る
歌
は
、『
百
人
一
首
』
一
〇
番
に
載
る
。

 

蝉
丸　
　

こ
れ
や
こ
の
行
く
も
か
へ
る
も
別
れ
て
は
し
る
も
し
ら
ぬ
も
あ
ふ
さ

か
の
関

こ
の
歌
は
、「
こ
れ
や
こ
の
」「
行
く
も
か
へ
る
も
」「
し
る
も
し
ら
ぬ
も
」

と
い
う
よ
う
に
、
一
句
の
中
で
、
語
の
対
を
構
成
し
て
い
る
。
本
組
香
で

は
、
さ
ら
に
腰
句
「
別
れ
て
は
」
に
、
結
句
「
あ
ふ
さ
か
の
関
」
の
掛
詞

「
逢
ふ
」
を
組
み
合
わ
せ
て
対
に
す
る
こ
と
で
、初
句
か
ら
第
四
句
ま
で
の

各
句
を
漢
字
二
文
字
で
表
し
、
同
香
二
包
を
充
て
る
と
い
う
趣
向
を
生
み

出
し
て
い
る
。

《
楽
巻
―
八
》
八
重
垣
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
八
重
垣
香

 
　

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
嗚
尊

 

　
　

  　
夜ヤ

句ク

茂モ

多タ

菟ツ

伊イ

都ヅ

毛モ

夜ヤ

覇ヱ

餓ガ

岐キ

ツ

麿マ

語コ

昧メ

爾ニ

夜ヤ

覇ヱ

餓ガ

枳キ

菟ツ

俱ク

盧ル

贈ソ

迺ノ

夜ヤ

覇ヱ

餓ガ

岐キ

廻ヲ

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭
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此
御
詠
歌
を
和
歌
三み

そ
ひ
と
も
じ

十
一
文
字
の
始
と
せ
り
。
其
假
名
を
分
け
て

組
香
と
な
し
侍
る
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。」
楽
一
四
ウ

一　

八
雲
立
の
香
一
包
、妻
こ
め
に
の
香
一
包
各
同
香

な
り

、
出
雲
や
ゑ
が
き
の
香

一
包
、
八
重
垣
つ
く
る
の
香
一
包
各
同
香

な
り

、
其
八
重
垣
を
の
香
一
包
客
香

也

、

都
合
五
包
聞
香
と
す
。

一　

八
雲
立
の
香
斗
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
其
餘
の
香
、
皆
試
な
し
。

一　

聞
香
の
香
包
、
左
の
こ
と
し
。

 

　
　

八
雲
立
の
香

 

　
　

出
雲
や
ゑ
が
き
の
香　

金
紙
の
香
包
を
用
」
楽
一
五
オ

 

　
　

妻
こ
め
に
の
香

 

　
　

八
重
垣
つ
く
る
の
香　

銀
紙
の
香
包
を
用

 

　
　

其
八
重
垣
を
の
香

 

　

  

右
の
通
、
香
を
包
て
、
都
合
五
包
、
能
く
打
交
置
て
、
金
銀
金
銀

銀
と
一
炷
充
取
て
炷
出
す
べ
し
。

一　

五
炷
焚
終
り
て
後
に
、
名
乗
紙
に
認
出
す
べ
し
。
認
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

有
試
同
香⎛

金
包
八
雲
立　
　
一
番　

三
番
（
朱
）

 

　
　
　
　
　

⎝

銀
包
妻
ご
め
に　
二
番　

四
番　

五
番
（
朱
）」
楽
一
五
ウ

 

　

無
試
同
香⎛

金
包
出
雲
や
ゑ
が
き　

一
番　

三
番
（
朱
）

 

　
　
　
　
　

⎝

銀
包
八
重
垣
つ
く
る　

二
番　

四
番　

五
番
（
朱
）

 

　

無
試
一
炷　

銀
包
其
八
重
垣
を　
　

二
番　

四
番　

五
番
（
朱
）

一　

記
録
は
、
客
香
（「
独
聞
」
脱
ヵ
）
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
、
地
香
、

独
聞
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
也
。
不
中
は
皆
星
一
つ
充
附
る
。
客

香
不
中
は
星
二
つ
充
也
。
皆
中
は
和
歌
始
と
記
す
べ
し
。

一　

記
録
の
界
は
、
竪
斗
に
て
、
横
界
な
し
。
左
の
こ
と
し
。」
楽
一
六
オ

 

　

八
重
垣
香
記

 

　
〔
表
〕」
楽
一
六
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

包
紙
の
色

　
　

八
雲
立　
　
　
　

⎞

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

金　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
香
）　　

1　
　
　
　
　
　
　

　
　

妻
こ
め
に　
　
　

⎠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

出
雲
や
ゑ
が
き　

⎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

5　

金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
香
）　　

1　
　
　
　
　

　
　

八
重
垣
つ
く
る　

⎠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀

　
　
　
　
　
　

　
　

其
八
重
垣
を
（
客
）　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　

銀

本
香
に
は
、「
八
雲
立
」「
妻
こ
め
に
」
の
同
香
二
包
と
、「
出
雲
や
ゑ
が

き
」「
八
重
垣
つ
く
る
」
の
同
香
二
包
の
地
香
と
、「
其
八
重
垣
を
」
の
客

香
一
包
の
計
五
包
を
用
意
す
る
。
試
香
は
「
八
雲
立
」（「
妻
こ
め
に
」）
の

香
の
み
。
そ
の
他
の
香
に
は
試
香
は
な
い
。

香
包
に
は
金
紙
と
銀
紙
を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
八
雲
立
」「
出
雲
や

ゑ
が
き
」
の
香
は
金
紙
、「
妻
こ
め
に
」「
八
重
垣
つ
く
る
」「
其
八
重
垣

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*

*
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を
」
の
香
は
銀
紙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
香
を
交
ぜ
、
金
・
銀
・
金
・
銀
・

銀
と
い
う
順
に
、
一
炷
ず
つ
炷
く
。

従
っ
て
、「
有
試
同
香
」（
試
香
の
あ
る
同
香
）
の
「
八
雲
立
」
の
香
と
、

「
無
試
同
香
」（
試
香
の
な
い
同
香
）
の
「
出
雲
や
ゑ
が
き
」
の
香
は
、
金

包
な
の
で
、
一
炷
目
か
三
炷
目
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
有
試
同

香
」
の
「
妻
ご
め
に
」
の
香
と
、「
無
試
同
香
」
の
「
八
重
垣
つ
く
る
」
の

香
、
そ
し
て
、「
無
試
一
炷
」（
試
香
の
な
い
一
炷
の
み
の
香
）
の
「
其
八

重
垣
を
」
の
香
は
、
い
ず
れ
も
銀
包
な
の
で
、
二
炷
目
・
四
炷
目
・
五
炷

目
の
い
ず
れ
か
に
出
る
。
五
炷
す
べ
て
を
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
名
乗
紙
に

答
え
を
書
く
。

記
録
は
、「
客
香
三
点
」
と
あ
る
が
、「
独
聞
」
の
脱
字
で
あ
ろ
う
。
と

す
る
と
、
客
香
の
独
り
聞
き
は
三
点
、
二
人
か
ら
は
二
点
を
付
す
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
地
香
は
、
独
り
聞
き
二
点
、
二
人
か
ら
は
一
点
で

あ
る
。
地
香
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
星
を
一
つ
、
客
香
で
は
二
つ
を
付
す
。

皆
な
ら
は
、
記
録
の
最
下
段
に
「
和
歌
始
」
と
記
す
。

な
お
、
記
録
表
に
は
、
縦
罫
線
の
み
で
、
横
罫
線
は
な
い
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

前
掲
の
二
哥
香
（
楽
巻
―
三
）
と
同
じ
く
、
本
組
香
は
、『
古
今
和
歌

集
』
仮
名
序
に
見
え
る
歌
に
拠
っ
た
組
香
で
あ
る
。

ち
は
や
ぶ
る
神
世
に
は
う
た
の
も
じ
も
さ
だ
ま
ら
ず
す
な
ほ
に
し
て

事
の
心
わ
き
が
た
か
り
け
ら
し
、
ひ
と
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の

み
こ
と
よ
り
ぞ
み
そ
も
じ
あ
ま
り
ひ
と
も
じ
は
よ
み
け
る 

す
さ
の
を

の
み
こ
と
は
あ
ま
て
る
お
ほ
む
神
の
こ
の
か
み
な
り
、
女
と
す
み
た
ま
は
む
と
て
い
づ
も

の
く
に
に
宮
づ
く
り
し
た
ま
ふ
時
に
そ
の
所
に
や
い
ろ
の
く
も
の
た
つ
を
見
て
よ
み
た
ま

へ
る
な
り

　
　
や
く
も
た
つ
い
づ
も
や
へ
が
き
つ
ま
ご
め
に
や
へ
が
き
つ
く
る
そ
の
や
へ
が
き
を

こ
の
歌
は
、
七
音
句
（
第
二
・
四
・
結
句
）
す
べ
て
に
「
八
重
垣
」
の
語
を

含
み
、
同
じ
語
を
繰
り
返
し
用
い
る
こ
と
に
よ
り
リ
ズ
ム
を
作
り
出
し
て

い
る
。
こ
の
歌
を
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
句
で
切
り
、
五
包
の
香
の
名
称

と
し
て
い
る
が
、七
音
句
の
第
二
・
四
句
の
香
を
同
香
に
す
る
と
い
う
発
想

は
、
同
語
反
復
を
用
い
た
こ
の
歌
の
構
造
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
包
紙
の
色
分
け
に
つ
い
て
、
形
式
的
に
上
句

（
初
・
第
二
・
腰
句
）
と
下
句
（
第
四
・
結
句
）
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、

金
紙
を
用
い
る
第
二
句
ま
で
と
、銀
紙
の
第
三
句
以
降
に
分
け
る
の
も
、歌

意
を
考
慮
し
た
判
断
か
。
な
お
、
出
香
の
順
序
は
、
金
・
銀
・
金
・
銀
・

銀
な
の
で
、
答
え
が
五
・
七
・
五
・
七
・
七
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
元

の
歌
の
句
の
順
序
に
並
ぶ
こ
と
は
な
い
。

*

*
*

*

*

*
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《
楽
巻
―
九
》
長
月
香

【
翻
刻
】

 
　
　

△
（
朱
）
長
月
香

 

　

後
水
尾
院
御
製

 

　
　

又
た
く
ひ
半
の
秋
の
空
よ
り
も
柾
木
の
か
づ
ら
長
月
の
月

一　

名
乗
紙
を
用
ゆ
べ
し
。

一　

ま
た
た
く
ひ
の
香
、
半
の
秋
の
香
、
空
よ
り
も
の
香
、
柾
木
の
か
つ

ら
の
香
各
一
包
、
長
月
香
二
包
客
香

な
り

、
月
一
包
ウ
香

な
り

、
都
合
七
包
聞
香
と

し
、
皆
炷
終
て
後
に
香
包
紙
を
」
楽
一
七
オ
開
く
也
。

一　

地
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
ウ
香
試
な
し
。

一　

初
に
出
る
長
月
の
香
は
聞
捨
也
。
記
録
に
も
録
せ
ず
。
試
に
す
る
心

也
。
名
乗
紙
に
も
後
に
出
た
る
長
月
斗
を
書
出
す
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、
月
の
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
也
。
其
外
は
独
聞

の
差
別
な
く
皆
一
点
充
也
記
録
横

界
な
し

。
認
様
左
に
記
す
。」
楽
一
七
ウ

 

　

長
月
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
一
八
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ま
た
た
く
ひ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

半
の
秋　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

空
よ
り
も　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

柾
木
の
か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　

7　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

長
月
（
客
）　
　
　
　

2　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

月
（
ウ
）　
　
　
　
　

1　
　
　
　

本
香
に
は
、地
香
「
ま
た
た
く
ひ
」「
半
の
秋
」「
空
よ
り
も
」「
柾
木
の

か
つ
ら
」
の
香
、
各
一
包
と
、
客
香
「
長
月
」
香
二
包
、
ウ
香
「
月
」
香

一
包
の
計
七
包
を
用
い
る
。
試
香
は
四
種
類
の
地
香
の
み
で
、
客
香
・
ウ

香
に
は
な
い
。
七
炷
す
べ
て
を
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
名
乗
紙
に
答
え
を

書
く
。

客
香
「
長
月
」
香
二
包
の
う
ち
、初
め
に
出
た
香
は
聞
き
捨
て
に
し
、記

録
に
も
残
さ
な
い
。
い
わ
ば
、「
長
月
」
香
の
試
香
の
役
目
を
負
う
。
名
乗

紙
に
書
く
答
え
に
も
、
後
に
出
た
「
長
月
」
香
の
み
を
記
す
。

記
録
点
と
し
て
は
、「
月
」
の
香
の
独
り
聞
き
は
三
点
、
二
人
以
上
聞
き

当
て
た
場
合
は
二
点
と
す
る
。
そ
の
他
の
香
は
、
何
人
聞
き
当
て
て
も
一

律
に
一
点
ず
つ
付
す
。
な
お
、
記
録
表
に
は
、
横
罫
線
は
な
い
。

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*
*

*

*
**

*
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（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
新
明
題
和
歌
集
』
巻
第
三
秋
、

二
一
九
一
番
に
載
る
。
い
ま
、
当
該
歌
が
配
さ
れ
た
「
十
三
夜
月
」
題
の

歌
群
全
体
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　

十
三
夜
月　
　
　
　

 

　
　
　

仙
洞
（
霊
元
院
）　　

秋
風
に
み
が
き
そ
へ
て
よ
玉
く
し
げ
ふ
た
た
び
月
の
な
に
し
お
ふ
影

 

（
二
一
八
九
）

み
し
秋
の
最
中
よ
り
け
に
お
く
霜
も
白
き
を
後
の
月
の
さ
や
け
さ

 

（
二
一
九
〇
）

又
た
ぐ
ひ
な
か
ば
の
秋
の
光
に
も
正
木
の
か
づ
ら
長
月
の
か
げ

 

（
二
一
九
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

後
水
尾
院　
　

光
あ
る
今
宵
の
月
の
言
の
は
に
く
も
る
恨
も
忘
れ
て
や
み
ん

 

（
二
一
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

基
煕　
　

あ
か
ざ
り
し
最
中
の
秋
の
な
ご
り
を
や
猶
長
月
の
こ
よ
ひ
み
す
ら
ん

 

（
二
一
九
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

道
晃　
　

雲
の
上
や
あ
ふ
げ
ば
た
か
き
名
も
こ
よ
ひ
空
に
く
も
ら
ぬ
長
月
の
影

 

（
二
一
九
四
）

本
文
上
の
問
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
作
者
名
の
異
同
に
気
づ
く
。
本
書
で

は
「
後
水
尾
院
御
製
」
と
記
さ
れ
る
が
、『
新
明
題
和
歌
集
』
で
は
「
仙

洞
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
集
に
お
け
る
「
仙
洞
」
は
霊
元
院
で
あ
り
、
作
者

の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
該
歌
が
、『
新
明
題
和
歌
集
』
に
お
い

て
、
後
水
尾
院
の
歌
（
二
一
九
二
番
）
の
直
前
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
推
す
と
、
あ
る
い
は
、
こ
の
二
一
九
二
番
の
作
者
名
を
見
誤
っ
た
か
。

な
お
、
和
歌
本
文
の
語
句
の
異
同
は
、
第
三
句
「
空
よ
り
も
」
―
「
光

に
も
」、結
句
「
長
月
の
月
」
―
「
長
月
の
か
げ
」
が
見
出
さ
れ
る
。
と
く

に
結
句
の
異
同
に
つ
い
て
、
本
書
の
書
写
段
階
で
の
誤
写
で
は
な
く
、
組

香
成
立
時
か
ら
「
長
月
の
月
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
長
月
」
香
と
並
べ
て

「
月
」
香
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

《
楽
巻
―
一
〇
》
待
宵
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
待
宵
香

 
 

小
侍
従　
　

 

　
　

待
宵
に
更
行
鐘
の
声
聞
け
は
あ
か
ぬ
別
れ
の
と
り
は
物
か
は

 

　

此
哥
に
よ
つ
て
組
た
る
香
な
り
。

一　

名
乗
紙
た
る
べ
し
。

一　

更
行
鐘
の
香
、
別
れ
の
鶏
の
香
、
各
三
包
、
待
宵
の
香
三
包
客
香
な
り

、
月

の
香
一
包
ウ
香
也

、
都
合
十
包
出
香
と
す
地
香
二
包
外
に

拵
へ
試
に
出
す

。」
楽
一
八
ウ
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一　

香
皆
炷
終
り
て
後
に
、
聞
の
通
り
を
名
乗
紙
に
認
出
す
べ
し
。

一　

記
録
点
は

 
　
　

待
宵
の
香　

三
炷
聞　

二
点
充

 

　
　
　
　
　
　
　

一
炷
聞
、
二
炷
聞
皆
一
点
充

 

　
　

月
の
香　
　

  

二
点
充
也
。も
し
待
宵
の
香
を
三
炷
聞
あ
ら
ば
、其

人
は
三
点
か
け
る
べ
し
。

 

　
　
　

其
外
の
聞
は
皆
一
点
充
也
。

 

　

聞
の
下
に
左
の
如
く
認
る
べ
し
全
字

畧
之

。

 

鐘
（
朱
）
夢
驚　
　

鶏
（
朱
）
寝
覚　
　

待
（
朱
）
待
宵　
　

月
（
朱
）
眺
望
」

楽
一
九
オ　

鐘
待
（
朱
）
名
所　
　

鐘
月
（
朱
）
霜
夜　
　

鶏
待
（
朱
）
衣
を
か

へ
す　
　

鶏
月
（
朱
）
端
居　

待
月
（
朱
）
菊　
　
　

鐘
鶏
待
月
（
朱
）
狭
衣

 ⎛
 

鐘
鶏
待　

鐘
待
月

 ⎝
 

鐘
鶏
月　

鶏
待
月　
　

各
（
朱
）
き
ぬ
〳
〵

 

　
　

一
包
の
香
を
二
炷
に
て
も
三
炷
に
て
も
聞
の
数
に
拘
わ
ら
ず
。

 

　

皆
中
（
朱
）
侍
従　
　

皆
無
（
朱
）
恨

 

右
の
通
認
る
也
。鐘
鶏
斗
聞
た
る
は
下
書
な
し
。認
様
左
の
ご
と
し
。」

楽
一
九
ウ

 

　

待
宵
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
二
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

更
行
鐘　
　
　
　

コ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

別
れ
の
鶏　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

待
宵
（
客
）　
　

3　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

月
（
ウ
）　
　
　

1　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
更
行
鐘
」「
別
れ
の
鶏
」
の
香
、
各
三
包
と
、
客
香

「
待
宵
」
の
香
三
包
、ウ
香
「
月
」
の
香
一
包
の
計
十
包
を
用
い
る
。
試
香

は
二
種
類
の
地
香
の
み
。
十
炷
す
べ
て
を
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
名
乗
紙
に

答
え
を
書
く
。

記
録
点
は
、「
待
宵
」
の
香
三
炷
を
す
べ
て
聞
き
当
て
る
と
各
二
点
で
計

六
点
、
一
炷
あ
る
い
は
二
炷
で
は
各
一
点
を
付
す
。
ま
た
、「
月
」
の
香
を

聞
き
当
て
る
と
二
点
で
あ
る
が
、「
待
宵
」
の
香
を
三
炷
す
べ
て
聞
き
当
て

て
い
る
場
合
に
は
、
一
点
を
追
加
し
、
三
点
と
す
る
。
そ
の
他
の
香
は
す

べ
て
、
一
炷
聞
き
当
て
る
ご
と
に
一
点
で
あ
る
。

記
録
表
の
答
え
の
最
下
段
に
は
、聞
き
当
て
た
香
の
数
に
関
わ
ら
ず
、そ

の
種
類
に
よ
っ
て
聞
き
の
名
目
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、
聞
き
当
て
た
香
が

一
種
類
の
み
の
場
合
、「
更
行
鐘
」
の
香
は
「
夢
驚
」、「
別
れ
の
鶏
」
の
香

は
「
寝
覚
」、「
待
宵
」
の
香
は
「
待
宵
」、「
月
」
の
香
は
「
眺
望
」
と
す

る
。
ま
た
、
二
種
類
の
場
合
は
、
客
香
あ
る
い
は
ウ
香
が
一
種
類
以
上
含

ま
れ
て
い
る
場
合
に
名
目
を
し
る
す
。
具
体
的
に
は
、「
更
行
鐘
」「
待
宵
」

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭
*

*
*

*
*

*
*

*
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の
香
で
は
「
名
所
」、「
更
行
鐘
」「
月
」
の
香
で
は
「
霜
夜
」、「
別
れ
の

鶏
」「
待
宵
」
の
香
で
は
「
衣
を
か
へ
す
」、「
別
れ
の
鶏
」「
月
」
の
香
で

は
「
端
居
」、「
待
宵
」「
月
」
の
香
で
は
「
菊
」
で
あ
る
。「
更
行
鐘
」「
別

れ
の
鶏
」
の
香
と
い
う
地
香
二
種
類
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
名
目
は
何
も

記
さ
な
い
。
さ
ら
に
、
四
種
類
の
香
の
う
ち
、
三
種
類
を
聞
き
当
て
る
と
、

ど
の
よ
う
な
香
の
組
み
合
わ
せ
で
聞
き
当
て
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
も
名

目
は
「
き
ぬ
〳
〵
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
皆
で
は
な
い
が
、
四
種
類
す
べ

て
の
香
を
満
遍
な
く
聞
き
当
て
る
と
「
狭
衣
」、
皆
で
は
「
侍
従
」、
す
べ

て
聞
き
違
え
た
と
き
は
「
恨
」
と
記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
新
古
今
集
』
巻
第
十
三
恋
歌

三
、
一
一
九
一
番
に
載
る
。

題
し
ら
ず　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
侍
従

ま
つ
よ
ひ
の
ふ
け
行
く
か
ね
の
こ
ゑ
き
け
ば
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
鳥
は

も
の
か
は

こ
の
歌
の
評
判
に
よ
り
、
作
者
が
「
待
宵
の
小
侍
従
」
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、『
平
家
物
語
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
本
書
で
は
初
句
を
「
待
宵
に
」
と
し
、
右
の
『
新
古
今

集
』
は
「
ま
つ
よ
ひ
の
」
で
あ
る
が
、
当
該
歌
を
載
せ
る
『
小
侍
従
集
』

諸
本
に
お
い
て
も
、
伝
本
に
よ
り
両
方
の
本
文
を
見
出
す
。

本
組
香
の
香
の
名
称
は
、「
月
」
を
除
い
て
す
べ
て
当
該
歌
の
語
句
を
用

い
て
い
る
。「
月
」
に
し
て
も
、
女
性
が
男
性
の
訪
れ
を
待
つ
宵
や
、
後
朝

の
別
れ
の
時
に
は
、
和
歌
の
表
現
世
界
を
構
成
す
る
た
め
の
重
要
な
景
物

で
、
当
該
歌
か
ら
自
然
に
連
想
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
本
組
香
に
は
、
十
三
に
及
ぶ
聞
き
の
名
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

「
待
宵
」「
侍
従
」
も
、
先
の
小
侍
従
歌
お
よ
び
そ
の
作
者
に
依
拠
す
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、「
恨
」
も
、
こ
の
詠
歌
内
容
を
考
慮
す
れ
ば
、
す
べ
て

聞
き
違
え
た
と
き
の
名
目
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。
他
の
名
目
も
、
歌

に
纏
わ
る
表
現
と
し
て
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
代

表
的
な
用
例
を
示
す
。

①
更
行
鐘
―
「
夢
驚
」

『
玉
葉
和
歌
集
』
巻
第
十
五
雑
歌
二
、
二
一
二
九
番

 

　
　
（
題
し
ら
ず
）　　
　
　

 

　
　
　
　
　

藤
原
重
顕　
　

 

い
く
こ
ゑ
に
ゆ
め
か
お
ど
ろ
く
暁
の
ね
ざ
め
の
後
の
か
ね
ぞ
す
く
な

き

②
別
れ
の
鶏
―
「
寝
覚
」

『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
八
雑
歌
中
、
一
七
二
二
番

*
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（
お
な
じ
心
〈「
暁
」
…
…
筆
者
注
。〉
を
よ
み
侍
り
け
る
）　　

 

大
僧
正
隆
弁　
　

 
う
き
も
の
と
ね
ざ
め
を
た
れ
に
な
ら
ひ
て
か
あ
か
つ
き
ご
と
に
と
り

の
な
く
ら
ん

③
月
―
「
眺
望
」

『
拾
遺
愚
草
』（
藤
原
定
家
）
二
二
七
〇
番

 

　
　

月
前
眺
望

 

き
は
も
な
き
田
の
も
ば
か
り
に
し
く
雲
の
ち
り
も
ま
が
は
ぬ
秋
の
よ

の
月

④
更
行
鐘
・
待
宵
―
「
名
所
」

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
巻
題
八
雑
秋
歌
、
六
四
四
番

 

　
　

古
寺
鐘
と
い
ふ
こ
と
を　
　

 

　
　
　

心
円
法
師　
　

 

高
野
山
あ
か
月
を
ま
つ
鐘
の
お
と
も
い
く
よ
の
霜
に
こ
ゑ
ふ
り
ぬ
ら

ん

⑤
更
行
鐘
・
月
―
「
霜
夜
」

『
風
雅
和
歌
集
』
巻
題
八
冬
歌
、
七
八
四
番

 

　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　

 

　
　

後
伏
見
院
御
歌　
　

 

鐘
の
お
と
に
あ
く
る
か
空
と
お
き
て
み
れ
ば
霜
夜
の
月
ぞ
庭
し
づ
か

な
る

⑥
別
れ
の
鶏
・
待
宵
―
「
衣
を
か
へ
す
」

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
二
恋
歌
二
、五
五
四
番

 

　
　
（
題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

小
野
小
町
）　　

 

い
と
せ
め
て
こ
ひ
し
き
時
は
む
ば
玉
の
よ
る
の
衣
を
返
し
て
ぞ
き
る

⑦
別
れ
の
鶏
・
月
―
「
端
居
」

『
前
摂
政
家
歌
合
』（
嘉
吉
三
年
）
一
六
一
番

 

　
　

八
十
一
番　

左　
　
　

 

　
　
　

権
少
僧
都
宗
我　
　

 

ま
た
れ
つ
る
月
も
軒
ば
に
か
た
ぶ
き
て
端
居
す
ず
し
く
更
け
ぬ
こ
の

夜
は

〔
判
詞
〕
左
歌
、端
居
は
ふ
る
き
詞
に
侍
れ
ど
も
な
ほ
俗
に
ち
か
く
き
こ
え

侍
り

『
芳
雲
集
』（
武
者
小
路
実
陰
）
一
六
〇
〇
番

 

　
　
（
夏
鶏
）

 

夏
の
よ
は
端
居
の
ま
ま
に
聞
馴
れ
て
ね
覚
忘
る
る
鳥
の
声
か
な

⑧
待
宵
・
月
―
「
菊
」

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
五
〇
七
番
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五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
菊
籬
月
と
い
へ
る
心
を

 

　

宮
内
卿　
　

 
し
も
を
待
つ
籬
の
菊
の
よ
ひ
の
ま
に
お
き
ま
よ
ふ
い
ろ
は
山
の
は
の

月

⑨
更
行
鐘
・
別
れ
の
鶏
・
待
宵
・
月
―
「
狭
衣
」

『
基
佐
集
』
一
三
九
番

 

　
　

夜
擣
衣
を
、
な
か
は
ら
と
し
ゆ
き
と
い
ふ
人
よ
み
侍
り
け
る

 

小
夜
更
け
て
霜
夜
の
か
ね
も
さ
や
け
き
に
い
づ
こ
に
う
つ
ぞ
麻
の
さ

衣

『
広
沢
輯
藻
』（
長
孝
）
五
三
五
番

 

　
　

百
首
の
歌
に
、
擣
衣
到
暁

 

夜
を
寒
み
霜
に
し
き
り
て
鳴
く
と
り
も
声
打
ち
そ
ふ
る
賤
が
さ
衣

⑩
四
種
類
の
香
の
う
ち
ひ
と
つ
欠
―
き
ぬ
〳
〵

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、七
九
一
番

 

　
　

後
朝
の
心
を　
　

 

　
　
　

土
御
門
内
大
臣　
　

 

き
ぬ
ぎ
ぬ
に
な
る
と
も
き
か
ぬ
鳥
だ
に
も
あ
け
ゆ
く
ほ
ど
ぞ
こ
ゑ
も

を
し
ま
ぬ

『
続
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、八
三
〇
番

 

　
　
（
お
な
じ
心
〈
後
朝
恋
心
…
…
筆
者
注
。〉
を 

参
議
為
氏
）　　

 

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
わ
か
れ
し
な
く
は
う
き
物
と
い
は
で
ぞ
見
ま
し
在
明
の

月

『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
一
二
四
一
番

 

　
　
（
後
朝
恋
五
首
）　　
　
　

 

　
　
　

三
位
範
宗　
　

 

き
え
か
へ
り
き
ぬ
ぎ
ぬ
し
た
ふ
あ
か
つ
き
の
涙
す
す
む
る
鐘
の
お
と

か
な

『
新
明
題
和
歌
集
』
巻
第
五
恋
、
三
八
三
八
番

 

　
　
（
寄
鳥
恋
）　　
　
　

 

　
　
　
　

意
光　
　

 

待
つ
よ
は
の
う
き
鳥
が
音
を
た
が
中
の
枕
に
か
こ
つ
衣
衣
の
そ
ら

①
の
「
夢
驚
」、
②
の
「
寝
覚
」
は
、
香
の
名
称
と
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ

た
例
と
し
て
勅
撰
集
所
載
歌
が
見
出
さ
れ
る
。
③
の
「
眺
望
」
は
、
平
安

時
代
の
末
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
「
月
前
眺
望
」
と
い
う
結
題
か

ら
く
る
名
目
で
あ
ろ
う
。
④
の
「
名
所
」
は
、
い
さ
さ
か
わ
か
り
に
く
い
。

本
稿
で
は
、「
古
寺
鐘
」
の
例
を
挙
げ
た
が
、
鐘
の
音
を
聞
く
名
所
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
と
見
た
。
⑤
の
「
霜
夜
」
は
、「
月
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
多

い
が
、
さ
ら
に
「
鐘
」
と
も
組
み
合
わ
せ
る
と
な
る
と
、
こ
の
後
伏
見
院
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の
歌
が
勅
撰
集
中
、
唯
一
の
例
と
見
ら
れ
る
。
⑥
の
「
衣
を
か
へ
す
」
に

つ
い
て
は
、香
の
名
称
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
詠
ま
れ
た
例
で
は
な
い
が
、こ

の
表
現
の
典
型
例
と
し
て
『
古
今
集
』
の
小
町
の
歌
を
挙
げ
て
お
く
。
小

町
の
恋
歌
の
代
表
的
な
一
首
で
あ
る
。
⑦
の
「
端
居
」
と
い
う
語
が
歌
に

詠
ま
れ
始
め
る
の
は
、右
に
挙
げ
た
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
年
）『
前
摂
政

家
歌
合
』
の
頃
の
よ
う
で
あ
る
。
判
詞
に
は
、「
な
ほ
俗
に
ち
か
」
い
詞
と

あ
る
。
こ
れ
以
降
、「
月
」
や
「
鶏
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
詠
ま
れ
た
例
が

見
え
る
。
⑧
の
「
菊
」
は
、
古
来
、「
月
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
詠
ま
れ
、

白
菊
と
月
光
の
白
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
加
え
て
「
よ
ひ
（
宵
）」

を
詠
み
込
ん
だ
例
が
、
右
の
宮
内
卿
の
歌
で
あ
る
。
⑨
の
「
狭
衣
」
で
は
、

「
鐘
」
と
「
鶏
」、
そ
れ
ぞ
れ
と
と
も
に
詠
ま
れ
た
例
を
挙
げ
た
。
室
町
期

以
降
の
例
は
指
摘
で
き
る
が
、
そ
れ
以
前
の
歌
に
は
見
出
し
に
く
い
よ
う

で
あ
る
。
⑩
の
「
き
ぬ
〳
〵
」
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
香
の
名
称
と
と
も

に
詠
ま
れ
た
例
を
列
挙
し
た
。
と
く
に
最
後
の
『
新
明
題
和
歌
集
』
の
例

は
、「
待
つ
よ
は
の
う
き
鳥
が
音
」
と
い
う
表
現
が
先
の
小
侍
従
歌
に
近
く
、

「
衣
衣
」
と
合
わ
せ
て
、本
組
香
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、『
新

明
題
和
歌
集
』
は
、
前
述
の
と
お
り
、
長
月
香
（
楽
巻
―
九
）
の
素
材
と

も
な
っ
て
い
る
。

《
楽
巻
―
一
五
》
雲
井
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
雲
井
香

 
 

前
関
白
太
政
大
臣　
　

 

　
　

和
田
原
漕
出
て
見
れ
は
久
方
の
雲
井
に
ま
か
ふ
沖
つ
し
ら
浪

 

　

此
哥
に
て
組
侍
る
也
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

舟
の
香
一
包
、
波
の
香
五
包
、
雲
の
香
一
包
、
都
合
七
包
聞
香
と
す
。

皆
炷
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。」
楽
二
七
オ

一　

舟
の
香
斗
り
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。

一　

波
の
香
は
聞
捨
に
て
、
七
炷
皆
聞
終
て
、
舟
と
波

（
マ
マ
）と

何
炷
目
に
出
た

る
を
聞
分
て
出
す
。
名
乗
紙
認
様
は
、

　
　

三
炷
目　
　
　

雲

　
　

五
炷
目　
　
　

舟

　
　

如
此
書
て

　
　

出
す
な
り

一　

記
録
点
は
、
雲
の
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
、
舟
は
独
聞
二
点
、」

楽
二
七
ウ 

二
人
よ
り
一
点
充
也
。
聞
の
下
に
名
目
を
認
る
左
の
ご
と
し
。

 
　
　

  

舟
雲
共
聞
た
る
は　
　
　
　
　

和
田
原
と
書　
　
　

 

　
　

舟
斗
り
聞
た
る
は　
　
　
　
　

漕
出
る
と
書

 

　
　

  
雲
斗
り
聞
た
る
は　
　
　
　
　

久
か
た
と
書　
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舟
雲
共
に
は
づ
れ
た
る
は　
　

沖
迷マ

ヨ
イと

書

一　
　

記
録
認
様
左
の
通
也
。」
楽
二
八
オ

 
　

雲
井
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
二
八
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

舟　
　

1　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

波　
　

5　
　
　

7　
　

波
聞
捨　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

雲　
　

1　
　
　

本
香
に
は
、「
舟
」
の
香
一
包
と
、「
波
」
の
香
五
包
、「
雲
」
の
香
一
包

の
計
七
包
を
用
い
る
。
試
香
は
「
舟
」
の
香
の
み
。
七
炷
す
べ
て
を
聞
き

終
わ
っ
た
後
、「
波
」
の
香
を
聞
き
捨
て
に
し
、「
舟
」
の
香
と
「
雲
」（
底

本
「
波
」
は
誤
り
）
の
香
と
が
何
炷
目
に
出
た
か
を
名
乗
紙
に
書
く
。

記
録
点
は
、「
雲
」
の
香
で
は
、
独
り
聞
き
は
三
点
、
二
人
以
上
聞
き
当

て
れ
ば
二
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
舟
」
の
香
は
、
独
り
聞
き
二
点
、
二
人
以

上
で
は
一
点
で
あ
る
。
記
録
表
の
最
下
段
に
は
聞
き
の
名
目
を
記
す
。
す

な
わ
ち
、「
舟
」「
雲
」
の
香
を
と
も
に
聞
き
当
て
た
場
合
は
「
和
田
原
」、

「
舟
」
の
香
の
み
の
場
合
は
「
漕
出
る
」、「
雲
」
の
香
の
み
で
は
「
久
か

た
」、「
舟
」「
雲
」
の
香
を
と
も
に
聞
き
違
え
た
場
合
は
「
沖
迷
」
と
書
く
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
が
依
拠
し
て
い
る
歌
は
、『
百
人
一
首
』
七
六
番
に
載
る
、
藤
原

忠
通
の
詠
で
あ
る
。

 

法
性
寺
入
道
関
白
太
政
大
臣　
　

わ
た
の
は
ら
こ
ぎ
い
で
て
み
れ
ば
久
か
た
の
雲
井
に
ま
よ
ふ
お
き
つ

し
ら
浪

香
の
名
称
は
「
舟
」「
波
」「
雲
」
で
あ
る
。「
波
」
の
香
を
聞
き
捨
て
に
す

る
の
は
、
漕
ぎ
出
し
た
舟
か
ら
の
眺
望
と
し
て
、
大
海
原
の
波
で
は
な
く
、

雲
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
趣
向
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
聞
き
の
名
目
の
う
ち
、「
沖
迷
」
の
「
迷
」
に
は
、「
マ
ヨ
ヒ
」

と
読
み
仮
名
が
付
し
て
あ
る
が
、
本
書
冒
頭
の
和
歌
本
文
は
「
ま
か
ふ
」

と
あ
る
。
右
の
『
百
人
一
首
』
本
文
は
「
ま
よ
ふ
」
で
あ
る
が
、『
百
人
一

首
』
諸
本
で
も
、
本
書
と
同
じ
「
ま
か
ふ
」
に
な
っ
て
い
る
伝
本
も
あ
り
、

本
文
が
揺
れ
て
い
る
。

　

香
道
用
語
解
説

ウ
（
う
）　

客
香
。
十
炷
香
札
の
裏
な
ど
に
記
さ
れ
る
、「
客
」
の
字
の
ウ
冠
を

表
記
し
た
も
の
。
組
香
中
に
「
客
香
」
が
別
に
あ
る
場
合
は
、「
ウ
香
」
と

し
て
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
。

皆
（
か
い
）　

す
べ
て
の
香
を
聞
き
当
て
る
こ
と
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*

*

*

*
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聞
き
の
名
目
（
き
き
の
み
ょ
う
も
く
）　

組
香
の
主
題
や
出
典
に
拠
っ
て
、
答

え
に
用
い
る
た
め
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
ば
。

客
香
（
き
ゃ
く
こ
う
）　

組
香
で
は
普
通
、
試
香
の
な
い
香
。
一
般
に
、
客
香

は
地
香
に
比
べ
て
目
立
っ
た
香
を
用
い
る
。

香
包
（
こ
う
づ
つ
み
）　

香
を
包
む
紙
。

試
香
（
こ
こ
ろ
み
こ
う
）　

本
香
前
の
香
席
。
本
香
に
出
さ
れ
る
香
の
一
部
を

あ
ら
か
じ
め
聞
い
て
香
を
覚
え
て
お
く
。「
試
み
」
と
も
。

地
香
（
じ
こ
う
・
じ
の
こ
う
）　

組
香
で
は
普
通
、
試
香
の
あ
る
香
。
一
般
に
、

地
香
よ
り
も
客
香
の
方
に
目
立
っ
た
香
を
用
い
る
。
試
香
の
な
い
組
香
の

場
合
は
、
客
香
と
指
定
さ
れ
た
香
以
外
を
指
す
。

出
香
（
し
ゅ
っ
こ
う
）　

本
香
の
香
席
に
お
い
て
、
香
元
か
ら
香
炉
を
回
す
こ

と
。
特
に
志
野
流
に
お
い
て
は
、最
初
の
本
香
を
回
す
時
に
、香
元
が
「
出

香
」
と
宣
言
し
、
連
衆
は
そ
れ
を
言
い
継
ぐ
。

炷
（
ち
ゅ
う
）　

香
を
炷
く
回
数
を
数
え
る
の
に
用
い
る
接
尾
辞
。
本
来
の
読

み
は
「
し
ゅ
」。
江
戸
中
期
よ
り
「
ち
ゅ
う
」
が
一
般
的
に
な
る
。

同
香
（
ど
う
こ
う
）　

同
じ
香
。

名
乗
紙
（
な
の
り
が
み
）　

答
え
を
記
す
紙
。「
手
記
録
紙
」
と
も
い
う
。
現
在

の
御
家
流
も
同
じ
呼
称
。
現
在
の
志
野
流
で
は
「
記
紙
」（
き
が
み
）
と
い

う
。

独
り
聞
き
（
ひ
と
り
ぎ
き
）　

ひ
と
り
だ
け
香
を
聞
き
当
て
る
こ
と
。

別
香
（
べ
っ
こ
う
）　

別
の
香
。

星
（
ほ
し
）　

香
を
聞
き
違
え
た
時
に
、香
席
の
記
録
に
記
す
記
号
。
通
常
、右

ま
た
は
左
肩
に
「
●
」
を
付
す
。
星
の
数
で
減
点
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

本
香
（
ほ
ん
こ
う
）　

名
を
伏
せ
て
炷
く
香
木
。
連
衆
は
こ
れ
を
聞
い
て
答
え

を
出
す
。「
試
香
」
に
対
す
る
語
。

附
記

　

本
稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
第
4
研
究
、
二
〇
一
六
〜
一
八
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
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【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
楽
・
四
丁
裏
）

（
楽
・
五
丁
表
）

（
楽
・
五
丁
裏
）



 社会科学　第 46 巻  第 3号 46

（
楽
・
六
丁
表
）

（
楽
・
六
丁
裏
）

（
楽
・
七
丁
表
）

（
楽
・
七
丁
裏
）
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（
楽
・
九
丁
裏
）

（
楽
・
一
〇
丁
表
）

（
楽
・
一
〇
丁
裏
）
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（
楽
・
一
一
丁
表
）

（
楽
・
一
一
丁
裏
）

（
楽
・
一
二
丁
表
）

（
楽
・
一
二
丁
裏
）
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（
楽
・
一
四
丁
裏
）

（
楽
・
一
五
丁
表
）

（
楽
・
一
五
丁
裏
）
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（
楽
・
一
六
丁
表
）

（
楽
・
一
六
丁
裏
）

（
楽
・
一
七
丁
表
）

（
楽
・
一
七
丁
裏
）
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（
楽
・
一
八
丁
表
）

（
楽
・
一
八
丁
裏
）

（
楽
・
一
九
丁
表
）

（
楽
・
一
九
丁
裏
）
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（
楽
・
二
〇
丁
表
）

（
楽
・
二
七
丁
表
）

（
楽
・
二
七
丁
裏
）
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（
楽
・
二
八
丁
表
）

（
楽
・
二
八
丁
裏
）




